
200��　২ௐ　Vol.54, No.7　(2020)

ϠϚϗࣜגۀ޻ձࣾ
ٕज़։ൃ෦

஑޺໌　ޱ

Ϡマホۀ޻は 1��0 年に૑ۀ以དྷ，
防除の � େݪଇをᶃ҆全ࢄ෍，ᶄۉ
Ұࢄ෍，ᶅ෇ண性，ᶆলྗ・লエネࢄ
෍，ᶇద期・ద量ࢄ෍と考え，さ·͟
·なϊζルを開発してきた。そのதで
も，ࢄ෍作ऀۀ΁の҆全性をॏࢹした
キリφシϊζル � や殺虫殺菌ࡎに広く
用いられる৽広֯ϊζルなどは୅ද的
なϊζルである。

薬ࢄࡎ෍にお͚るϊζルは，෇ண性，
ӈするॏ要なࠨҰ性，҆全性などをۉ
෦඼の̍つであり，その性能が薬ࢄࡎ
෍のྑ൱をࠨӈするとݴってもաݴで
はない。·た，ϊζルにはさ·͟·な
種類や特௕があるため，場໘や用్に
よって使い分͚ることが必要である。
ここでは，薬ࢄࡎ෍ϊζルの特௃とそ
のબ୒方法について঺հする。
ɹ� キリφシはϠマホࣜגۀ޻ձࣾのొ࿥
঎ඪです。

1. ϊζϧの෾ໄύλʔン
ʹΑΔ෼ྨ

薬ࢄࡎ෍ϊζルは，ソリッドϊζル
（௚進タイプ），ホロコーンϊζル（த
ۭԁਲ਼タイプ），フルコーン（ॆԁਲ਼
タイプ），フラットϊζル（ઔܗタイ
プ）の 4 種類（ਤ �1 ʙ �4）に分類さ
れる。ソリッドϊζルはؙ޸から෾出
するため，๮ঢ়（ストレート）に෾ໄ
粒子が発生し，最も੎い（ଧྗ）が強
く౸ୡ性がある。ホロコーンϊζルは，
ϊζル内のટճத子とݺ͹れる෦඼に
よって，薬液がӔӡಈをىこしながら
ϊζル޸から෾出されるため，தۭԁ
ਲ਼ঢ়に෾ໄ粒子が発生する。தԝ෦に
は෾ໄ粒子が発生しないため，ൺֱ的
খさい෾ໄ粒子で੎い（ଧྗ）がऑく
ソフトなໄが得られる。フルコーンϊ
ζルはϊζル内のટճத子によって，
Ӕӡಈと௚進するྲྀれが組み合わさり
ϊζル޸から෾出されるため，ॆԁਲ਼

ঢ়に෾ໄ粒子が発生する。Ұ般的に෾
出޸が同͡であれ͹，ホロコーンϊζ
ルよりも෾ໄ粒子はେきくなる。果थ
用やચড়用として使用されており，ホ
ロコーンϊζルにൺ΂て౸ୡ性に༏れ
る。フラットϊζルは，ϊζル内෦の
案内ߔにԊってྲྀれる薬液がিಥして
෾出されるため，ઔܗঢ়に෾ໄ粒子が
発生する。ホロコーンϊζルにൺ΂ۉ
Ұ性や౸ୡ性に༏れているため，さ·
͟·な作物や除草ࢄࡎ෍用などに使用
されている。

�. ϊζϧのಛੑ

Ұੑۉ (1)

ϊζルから෾ໄされた薬液をҰ定間
ִで࠾औ（ճ収）すると，མ下量分෍
が得られる。མ下量分෍をٻめること
で薬液ࢄ෍時のۉҰ性をධ価すること
ができる。すなわͪ，མ下量分෍のۉ
Ұなϊζルを用いることでࢄ෍ムラの

ༀࢄࡎ෍ϊζϧのಛ௃ͱબ୒

　　図 -�　ιリουノズϧ�������　　　　��図 -2　ϗロコーンノズϧ�����　　　　　図�-�　ϑϧコーンノズϧ�����　　　���図 -�　ϑラοトノズϧ
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஑ޱ：ༀࢄࡎ෍ϊζϧのಛ௃ͱબ୒　��

ない作ۀができる。ฏ໘にࢄ෍する場
合，ホロコーンϊζルにൺ΂フラット
ϊζル（ઔܗϊζル）はۉҰ性に༏れ
る（ਤ ��）。

(�) ଱ੑٱ

ϊζルの଱ٱ性は，ߏ଄やࡐ質，使
用ɹѹྗ，使用ྲྀ体，使用時間によっ

てҟなる（ਤ ��）。
ϊζルはຏ໣すると෾ໄ量がଟくな

るため，ద੾な෾ໄ量以্に෾ໄされ，
さらに෾ໄύターンもཚれ不ۉҰとな
る。したがって，෾ໄ量がଟくなった
ときや෾ໄύターンにཚれが見られた
場合はަ׵する必要がある。ϊζルの
଱ٱ性を高めるため，ࡐ質には଱ຏ໣

性に༏れるスςンレスやηラϛックが
。用されている࠾

�ɽυリϑト௿ݮϊζϧ

෾ໄされる粒子のେきさ（粒子ܘ）
は，ドリフトにີ઀にؔ係しており，
微ࡉな粒子΄どドリフトしқくなる。
ドリフト低減ϊζルは，この粒子をେ
きくし，ドリフトをগなくさせたϊζ
ルで，׳行ϊζルのฏۉ粒子ܘが໿
0�1mm（100�m）ະຬであるのに対
して，໿ 0�12mm（120�m）以্の
ものが֘౰する（たͩし，ີݫに定ٛ
されていない）。෾ໄ粒子には，ໄタ
イプとۭ気を混ೖしたキリφシタイプ

（๐ঢ়）の 2 種類がある（ਤ �7）。Ұ
般にキリφシタイプは，ໄタイプのも
のにൺ΂粒子ܘがେきくなる。

ドリフト低減ϊζルは，さ·͟·な
種類とそれらの特௃がある（ද �1）。 
৐用؅理ػやϒームスプレーϠでは，
੾ସࣜϊζルを用いていくつかのϊζ
ルを使い分͚ている。·た，खࢄ෍で

　　　　　　　　　　　　　　図�-�　ノズϧछྨผのຏ໣౓ൺֱ
　　　　　　　　　　　ʢ෾ໄྔ૿Ճ཰のେ͖さʹຏ໣౓のେ͖さʣ

��ʣڌ४ʹ֨نݧࢼ಺ࣾۀ޻৚݅ʢヤϚϗݧࢼ˞　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　෾ໄѹྗɿ2��.�1a
�　　　　　　　　　　　　��෾ໄྔɿ��2-�N�in
���������������������������������������෾ໄ液ɿ5-5 ࣜϘϧυー液 	��ੴփɾེࢎಔ液

(2) 耐久性

ノズルの耐久性は，構造や材質，使用 圧

力，使用流体，使用時間によって異なる（図

-6）。

ノズルは磨耗すると噴霧量が多くなる

ため，適切な噴霧量以上に噴霧され，さら

に噴霧パターンも乱れ不均一となる。した

がって，噴霧量が多くなったときや噴霧パ

ターンに乱れが見られた場合は交換する

必要がある。ノズルの耐久性を高めるた

め，材質には耐磨耗性に優れるステンレス

やセラミックが採用されている。

3．リフト低減ノズル 

噴霧される粒子の大きさ（粒子径）は，ドリフトに密接に関係しており，微細な粒子ほどドリフトし易

くなる。ドリフト低減ノズルは，この粒子を大きくし，ドリフトを少なくさせたノズルで，慣行ノズルの

平均粒子径が約 0.1mm（100μm）未満であるのに対して，約 0.12mm（120μm）以上のものが該当する。

（ただし，厳密に定義されていない）噴霧粒子には，霧タイプと空気を混入したキリナシタイプ（泡状）

の 2種類がある（図-7）。一般にキリナシタイプは，霧タイプのものに比べ粒子径が大きくなる。 

ドリフト低減ノズルは，さまざまな種類とそれらの特徴がある（表-1）。 乗用管理機やブームスプレ

ーヤでは，切替式ノズルを用いていくつかのノズルを使い分けている。また，手散布では，より飛散を少

なくするカバー付きのもの（商品名：サマーラックみえーるカバー 図-8）も商品化されている。 

図-9 は，粒子径の異なるノズルと飛散量を測定したものである。このグラフからは，平均粒子径が大

きくなると飛散量が少なくなることが見て取れるが，注目すべきは平均粒子径が約 100μm を超えると，

飛散量が急激に減少していることである。これは，平均粒子径が大きくなると，飛散しやすい数十μmの

粒子の含まれる割合が少なくなることを示している。したがって，ドリフトを低減するためには，噴霧圧

力を抑えて，平均粒子径を大きくすることも有効である。 

図-7 霧タイプ（左）とキリナシタイプ（右）の粒子径（写真） 
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は，よりඈࢄをগなくするカバー෇き
のもの（঎඼໊ɿαマーラックみえー
るカバーɹਤ ��）も঎඼化されている。

ਤ �� は，粒子ܘのҟなるϊζルと
ඈࢄ量をଌ定したものである。このグ
ラフからは，ฏۉ粒子ܘがେきくなる
とඈࢄ量がগなくなることが見てऔれ

るが，஫໨す΂きはฏۉ粒子ܘが໿
100�m を௒えると，ඈࢄ量がٸ激に
減গしていることである。これは，ฏ
しやすࢄがେきくなると，ඈܘ粒子ۉ
い数十 �m の粒子のؚ·れるׂ合がগ
なくなることを示している。したがっ
て，ドリフトを低減するためには，෾

ໄѹྗを抑えて，ฏۉ粒子ܘをେきく
することも༗効である。

෍ϊζϧࢄࡎ෺ผのༀ࡞ .�
のಛ௕

薬ࢄࡎ෍ϊζルは，果थ・ཱ໦，ฏ
໘໺ࡊ，ਫా，஡，除草ࡎなどࢄ෍ػ
や作物によってさ·͟·な特௕があ
る。それͧれの作物にお͚る特௕を以
下に示す。

果थ・ཱ໦は，作物自体に高さがあ
ることから，ਅԣもしくは下からࣼめ
্方޲に͚޲てࢄ෍される。ࢄ෍Ґஔ
から作物·でڑ཭があり෩のӨڹをड
͚қく，葉やࢬのີ生度が高いことか
ら，ϊζルの෾ໄ֯度をڱくして౸ୡ
性を持たせたϊζルが࠾用されている

（ਤ �10）。
ฏ໘໺ࡊについては作物の্から下

方޲΁のࢄ෍，ཱ体的な作物では下か
らࣼめ্方޲に͚޲てࢄ෍される。ࢄ
෍Ґஔから作物·でのڑ཭が୹く，果
थのように෩のӨڹをड͚にくいこと

図�-�　��ໄタΠϓʢ্ʣͱキリφγタΠϓʢԼʣ
のཻܘࢠʢࣸਅʣ

平均粒子径※1

（μm）

空気混入 セラミック噴板 80～180 畑作・果樹

なし セービングノズル 120 畑作（少量散布）

(霧タイプ) SVK噴板 160～230 果樹

空気混入型 キリナシESノズル 280～350 畑作・水田

キリナシKSノズル 260～450 畑作・果樹

広角キリナシノズル 350～570 水田・除草

強力キリナシノズル 590～1160 果樹

※1 適正圧力値における数値

方式 ノズル名称 作物別用途

（キリナシタイプ）

　　　　　　ද��　ओͳυリϑト௿ݮノズϧ

　　　　　　図�-�　サϚーラοクΈ͑ーΔカバーͱࢄ෍ྫʢࣸਅʣ

図�-�　ߦ׳�ノズϧʢᶃʣυリϑト௿ݮノズϧʢᶄʙᶉʣのฏܘࢠཻۉͱඈྔࢄのؔ܎
　　　　　　ʢ+"શ೶�೶ༀࣨڀݚΑΓఏڙʣ
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は，よりඈࢄをগなくするカバー෇き
のもの（঎඼໊ɿαマーラックみえー
るカバーɹਤ ��）も঎඼化されている。

ਤ �� は，粒子ܘのҟなるϊζルと
ඈࢄ量をଌ定したものである。このグ
ラフからは，ฏۉ粒子ܘがେきくなる
とඈࢄ量がগなくなることが見てऔれ

るが，஫໨す΂きはฏۉ粒子ܘが໿
100�m を௒えると，ඈࢄ量がٸ激に
減গしていることである。これは，ฏ
しやすࢄがେきくなると，ඈܘ粒子ۉ
い数十 �m の粒子のؚ·れるׂ合がগ
なくなることを示している。したがっ
て，ドリフトを低減するためには，෾

ໄѹྗを抑えて，ฏۉ粒子ܘをେきく
することも༗効である。

෍ϊζϧࢄࡎ෺ผのༀ࡞ .�
のಛ௕

薬ࢄࡎ෍ϊζルは，果थ・ཱ໦，ฏ
໘໺ࡊ，ਫా，஡，除草ࡎなどࢄ෍ػ
や作物によってさ·͟·な特௕があ
る。それͧれの作物にお͚る特௕を以
下に示す。

果थ・ཱ໦は，作物自体に高さがあ
ることから，ਅԣもしくは下からࣼめ
্方޲に͚޲てࢄ෍される。ࢄ෍Ґஔ
から作物·でڑ཭があり෩のӨڹをड
͚қく，葉やࢬのີ生度が高いことか
ら，ϊζルの෾ໄ֯度をڱくして౸ୡ
性を持たせたϊζルが࠾用されている

（ਤ �10）。
ฏ໘໺ࡊについては作物の্から下

方޲΁のࢄ෍，ཱ体的な作物では下か
らࣼめ্方޲に͚޲てࢄ෍される。ࢄ
෍Ґஔから作物·でのڑ཭が୹く，果
थのように෩のӨڹをड͚にくいこと

図�-�　��ໄタΠϓʢ্ʣͱキリφγタΠϓʢԼʣ
のཻܘࢠʢࣸਅʣ

平均粒子径※1

（μm）

空気混入 セラミック噴板 80～180 畑作・果樹

なし セービングノズル 120 畑作（少量散布）

(霧タイプ) SVK噴板 160～230 果樹

空気混入型 キリナシESノズル 280～350 畑作・水田

キリナシKSノズル 260～450 畑作・果樹

広角キリナシノズル 350～570 水田・除草

強力キリナシノズル 590～1160 果樹

※1 適正圧力値における数値

方式 ノズル名称 作物別用途

（キリナシタイプ）

　　　　　　ද��　ओͳυリϑト௿ݮノズϧ

　　　　　　図�-�　サϚーラοクΈ͑ーΔカバーͱࢄ෍ྫʢࣸਅʣ

図�-�　ߦ׳�ノズϧʢᶃʣυリϑト௿ݮノズϧʢᶄʙᶉʣのฏܘࢠཻۉͱඈྔࢄのؔ܎
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஑ޱ：ༀࢄࡎ෍ϊζϧのಛ௃ͱબ୒　�5

からൺֱ的෾ໄ֯度の広いϊζルが࠾
用されている（ਤ �11）。

ਫాには，଍ݩからઌ୺方޲΁広範
ғにわたってࢄ෍できるܣ൞ϊζルが
使用されている。ࢄ෍Ґஔからԕく΁
ඈ͹す必要があり，෩のӨڹをड͚や
すくなることから，෾ໄ֯度や౸ୡ性

のҧうϊζルを複数ݸ組み合わせたϊ
ζルが࠾用されている（ਤ �12）。

஡に対しては，্から下方޲΁の෾
ໄで，஡の葉やࢬのີ生度が高いこと
から౸ୡ性に༏れたൺֱ的෾ໄ֯度の
用されている（ਤ࠾いζルがڱ �13）。

除草ࡎは，主に雑草の্から下޲き
にࢄ෍される。ࢄ෍Ґஔから雑草·で
のڑ཭は୹く，෩のӨڹをड͚ると他
作物΁の被害がେきいことから，෾ໄ
粒子ܘがେきく෾ໄ֯度の広いドリフ
ト低減ϊζルが࠾用されている（ਤ
�14）。

5. ϊζϧのબ୒ํ๏

·ず，使用場໘や薬ࡎによりໄタイ
プ，キリφシタイプ（ドリフト低減）
のどͪらかをબͿ。近઀した圃場があ
る場合やよりドリフトを抑えたいとき
はキリφシタイプをબ୒するとྑい。
࣍に，作物，ࢄ෍໘ੵ，ࢄ෍時間やಈ
ྗ෾ໄػの性能などにより，ϊζルの
種類をܾめる。ྫえ͹，果थ用で広範
ғを速くࢄ෍する場合は，෾ޱの数や
෾出量のଟいϊζルをબ୒する。この
とき，ϊζルの෾ໄ量 º1�3 がಈྗ෾
ໄػのٵਫ量以内になるようબ୒する

（下ه，ѹྗଛ失の؆қ計ࣜࢉをࢀ照）。
これはಈྗ෾ໄػの༨ਫを໿ 3 ׂ確

อするためである。·た，෾出量とホー
スの内ܘ，௕さによりѹྗଛ失が発生
するため஫ҙが必要である。ྫえ͹，
10̡/分のϊζルをબ୒，内ܘ���mm
のホースを 100m ઀ଓして作ۀする
場合は，໿ 1�1M1a のѹྗଛ失が発
生する。よって，ಈྗ෾ໄػのݩѹྗ
を 2��M1a にઃ定すると，໿ 1��M1a
のઌ୺ѹྗ（෾ໄѹྗ）が得られる。
，のためࢭ෍終ྃ後は，෗৯やౚ結防ࢄ
ਫ通しとਫൈきをしてอ؅する。

ホースによるѹྗଛ失の؆қ計ࣜࢉ
ɹ1�4�7ºLº22/%�

ɹ1 ʹѹྗଛ失（M1a），
ɹL ʹホース௕さ，
ɹ2 ʹ෾ໄ量（L/ 分），
ɹ%� ホース内ܘ（mm）

�. ͓ΘΓʹ

Ϡマホۀ޻はこれからも，Ϣーβー，
農薬・防除ػメーカーや֤研究ؔػと
࿈ܞしながら，防除の � େݪଇを実
現するさ·͟·なϊζルを開発してい
く༧定である。ϊζルの特௃や性能よ
り，いΖいΖな場໘や用్にあったద
੾なϊζルをબ୒していたͩきたい。
҆全かつ効཰的な薬ࢄࡎ෍作ۀにຊߘ
がࢀ考となれ͹޾いである。

図�-��　�Ռथ༻ノズϧࢄ෍ྫ 図�-��　�໺ࡊ༻ノズϧࢄ෍ྫ 図�-�2　�ਫా༻ノズϧࢄ෍ྫ

図�-��　�஡༻ノズϧࢄ෍ྫ

図�-��　�আ૲༻ノズϧࢄ෍ྫ


